
【Oh!Me】

毎日新聞のご購読お申し込みは

美人画とは、女性の容姿や内面から

出る美しさを描いたもので、江戸時

代に親しまれた浮世絵に原点がある。

小西さんが

美人画を描

き始めたの

は、娘の彩

音さんの病

気がきっか

けだった。

10年ほど前、

当時１歳だっ

た彩音さん

は急性リンパ性

白血病と診断さ

れ、深刻な事

態に陥った。

１年半にも及ぶ

闘病生活の末、

やっと病気を克

服したが、常に

再発の不安を抱

えながらの毎日。そんな時、その心

のひだを取り払う作業、幸せ探しの

つもりで美人画を描いてみた。描き

始めると無心でいられる時間が心地

よく、完成したときの達成感に夢中

になった。

独学で絵の勉強を始め、１年たった

99（平成11）年に「関西扇面美術展」に初

出品、京都新聞社賞を受賞した。ま

た東京都美術館で行われた「太陽美術

展」では銀賞を受賞し、ル・サロン展

への出品を勧められるまでになった。

小西さんにとって絵を描くことは、自

分のためだけでなく、彩音さんへの

メッセージでもある。目標を持って取

り組む自分の姿を見せることで、彩

音さんにも生きる希望を持ってほし

いと願った。「娘が病気にならなけれ

ば、絵を描くことはなかったかもしれ

ません」と小西さん。絵のモデルのよ

うな大人になるまで生き抜いてほし

い……。これまで描いてきた美人画

には、彩音さんへのそんな思いが込

められている。

小西さんは「長い間辛い治療に耐え、

懸命に生きようとしている娘の姿に、

強い生命力を感じました」と話す。娘

が病気になったことを使命と受け止め、

病気で苦しんでいる人たちに、希望に

満ちた前向きな生き方を伝えることに

した。これまで各地で講演を行ったり、

病気を克服するまでをつづった本を出

版した。

さらに今月は「チャリティー美人画展」

を開き、収益金を骨髄バンクへ寄付す

る。彩音さんが元気になったことへの

感謝の気持ちを込めてのことだ。

「病気で苦しんでいる人たちを少しで

も勇気づけたい」と小西さん。将来は彩

音さんが得意な書道と自分の絵を合わ

せて親子の二人展をパリで開くことが夢。

これからも絵を描き続け、病気と闘う

人たちに勇気と希望を与えてほしい。

（取材・澤井）

●大津市和邇高城335-5 ●TEL：077-594-1984

◆会期：4/26（土）～29（祝）
◆場所：喫茶＆ギャラリー るーむ
　　　（大津市和邇今宿800-1/077-594-3573）
◆時間：10：00～16：00
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